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1 .  インターネット視聴覚資源とマルチメディア言語教育  

 

 近年われわれの視覚は未だかつて無いほど酷使されている。実際に、現代

マルチメディア社会においては日常生活の中で画像、とりわけ動画を目にす

る機会が増える一方である。デスク上のノートパソコン、携帯電話、テレビ、

ユーチューブなどのインターネット媒体を通してシェアされている動画など、

誰もが日々あらゆる画像を目にしている。事実、20 世紀末のインターネット

誕生以来、ネットはテキストファイルやディフージョンベースとしての中心

的役割を果たすようになり、巨大なマルチメディア、視聴覚アーカイブが作

り上げられた。中でも新世代の人々にとってはインターネットは新しい自己

表現法であるだけではなく、便利な情報検索ツールであり具体的な文化知識

を得るための手段となっている。言語教育においては、オーセンティックな

視聴覚資源（音楽ビデオや映画、ニュース、ドラマ、アニメなど）に学習者

が各自で容易にアクセスし利用することは明白である。視聴覚資源はその多

元情報ダイナミズムにより、文法、構文、語彙、音声のような上質の言語概

念と同時にジェスチャーや表情による表現力、近接空間といった言語外のイ

ンプットを提供するかけがえのない視覚辞典となりえる。  

 社会文化的観点からは、教師が言語教育や文化伝達と同時に異なる社会文

化システムに関する知識をあわせて教えようとする際、オーセンティック 1ビ

デオは中心的な役割を果たす。実際に、マルチメディアの活用により学習者

                                                 
1
 言語教育の観点においてこの研究で使用される「オーセンティック」という用語は、外

国語学習者用に特別な加工が施されていない母語話者による教材を指す。  
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は学習対象となる社会の価値観、観念、ライフスタイル、社会道徳、伝統を

分析し、その社会の総体的な特色に触れることができる (Pavone ,2003 )。日

本のような東洋社会の場合、真の言語学習の見地においては同言語の公式形、

非公式形の学習の発展にマルチメディア資源の使用が効果的となりえる。更

には日本のような地理的、歴史的に異なる社会で行動する際に役立つメタコ

ミュニカティブ・スキルの養成にも効果的である。このような観点から分析

すれば、ビデオ技術の活用が「インターカルチャー話者」の育成の中心とな

り得ることは明らかである。  

 上記の前提から、言語コミュニケーション目標を設定した後に教室に導入

する｢正しい｣資源を選別する責任が教師にあることは言うまでも無い。この

手段へ学習者が当初抱いていた関心を見失なってしまったり、予期せぬネガ

ティブな結果が生じることのないよう、資源は適切な言語、文化的知識を総

動員し選別しなければならない。したがって教育プランを立て内容を選択し

た後、学習者では同時に分析しきれない言語的、視聴覚的、更には社会文化

的情報を全て含む適切なモジュールを使ったマルチメディア教育アプローチ

に取り組むようにする。それらの情報は、ビデオに含まれる文脈上要素（状

況、話題、行為者、目的）、コテクスト要素（言語タイプ）、パラテクスト

要素（キャプション、字幕、タイトル）と共に認知的負荷を見極めて、社会

文化的コンテンツを注意深く分析しなくてはならない。  

 言語学習分野における研究としては R.  Mayer  (2009)、  Swel le r  J .、

Ayres  P .、  Kalyuga  S .  (2011 )、  M .  Danes i  (1998 )、  Krashen ,  S .  、

Terre l  T .  (1983 )、A.  Paiv io  (2006)はマルチメディア学習や認知心理学を

適用しているが、著者はビデオ・ストリーミング技術が言語学習と歴史学習

との両方に有効である主張している。とりわけ著者は教育プラン、学習者の

ニーズ、言語特性に基づいて、教育用でないビデオをいかにして教材として

活用しえるかに注目している。上記の学者陣が長年に渡る研究で証明したと

おり、画像やオーセンテックテクストを組み合わせることにより実際にかけ

がえのない言語的、文化的手段となりモチベーションを刺激する。それは主
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に、オーセンティックな言語コンテンツによって伝達される文脈 (背景 )のある

インプットがある時にのみ言語が習得される 2ためである。更に Krashen S .

と T.  Terre l (1983 )が述べるよう、ビデオ動画の中での聴覚インプットは推

測を促し、それにより社会言語知識と理解タスクの結び付きを促す。このプ

ロセスは上記の学者陣により「バインディング」と名づけられ、コンテンツ

や外的形式間の認知的、感情的つながりを指す。  

 以上の序論から、今日において言語コンテンツをその地域の習慣や歴史的、

地理的、経済的要素と切り離した日本語教育は明らかに考えがたい。実際、

インターネットを通じ膨大な量の日本語の歴史随筆や教科書が世界で普及し

続けている現代において、オーセンティックなテキストに触れることに慣れ

ている学習者達と教師は向き合わなければならないのが実状である。それで

もやはり歴史に関する情報はマルチメディアから切り離されると、難解な言

語モデルと同時に抽象的概念ばかりが残ってしまい、それらの持つ主なる社

会文化的内容がうまく伝わらない恐れがある。そのため、そのような資源を

補うためにインターネット・ストリーミング技術が貴重な情報源となる。  

 

2 .  学習能力と言語学習  

 

 社会言語能力と語用能力とを言語学習と同一水準に置いた「視聴覚受信」

と呼ばれる第二言語学習のコミュニカティブ・ストラテジーの一環として、

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）によって 2001 年にマルチメディア教育

の普及が認知された。コミュニカティブ・アプローチで推奨された対話モデ

ルに始まり、CEFR はその指導内容の中で、真の異言語間、異文化間の観点

による話者の役割や主題、コミュニケーションの意図などの言語の文脈上の

変 動 の 分 析 に 着 目 し た 「 社 会 実 用 能 力 」 の 発 展 を 提 案 し た (Diador i -

                                                 

2  S .  K r a s h e n ( 1 9 8 1、1 9 8 5 )参照  
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Michel i ,2010 )。上記の能力をまとめるため CEFR は言語学、社会言語学、

語用論を統合する「言語コミュニケーション能力」という用語を使用した。  

 確かに、CEFR が提案する視聴覚受信は教室内での技術駆使に向け新たな

る教育環境を目指すものである。しかしながら、ヨーロッパにおける言語教

育研究において、他の学問分野のテクストと組み合わせてこそマルチメディ

アがより効果的な役割を果たし得ることは 90 年代から既に明らかであった。

この種の研究の目的は欧州多言語環境、そして増加していた労働市場のニー

ズに合わせ学習者を育成することであった。当時提案された数々の教授プロ

ジェクトの中でも 20 世紀の終わりに最初のステップを踏んだ CLILE・

EMILE 3は言及に値するプロジェクトである。このプロジェクトの前提は既

存の教授法論に置き換えるというものでもそれらを覆すものでもなかった。

むしろ、学習者を可能な限りより機能的な言語環境にさらすことで、学習者

達に新たな手段と同時に機会を与えることを目的とした。この目的を達成す

るため、このプロジェクトでは二重に焦点を当てた環境で本物の言語コンテ

ンツと他の学際分野とを統合することを目指していた。事実、近年 CLILE・

EMILE の実施例として、第二言語学習の実習（特に英語）と歴史、地理、科

学、数学、化学など他の科目と組み合わせを実現してきた。しかし、今日に

おいてもこの教授法が日本語において実施されたケースは見られていない。  

 マルチメディアと組み合わせた上記の学際的教育を実施した最初の例とし

て、イタリア、ヴェネツィアのカフォスカリ大学アジア・北アフリカ研究学

科において 2011 年年度の秋学期に著者自身が行った例があげられる。研究

目的は、外国語教育にネットを活用し、日本語のオーセンティックビデオに

                                                 

3  C L I LはC o n t e n t  a n d  L a n g u a g e  I n t e g r a t e d  L e a r n i n g内容と言語統合学習の頭文字、

E M I L E は フ ラ ン ス 語 E n s e i g n e m e n t  d ’ u n  e  M a t i è r e  p a r  l ’ I n t e g r a t i o n  d ’ u n e  

L a n g u e  E t r a n g è r eの頭文字。同プロジェクトに関する更なる詳細はこちらサイトを参照 :  

h t t p : / / e c . e u r o p a . e u / l a n g u a g e s / l a n g u a g e - t e a c h i n g / c o n t e n t - a n d - l a n g u a g e -

i n t e g r a t e d - l e a r n i n g _ e n . h t m  
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基づいたマルチメディア教育モジュールを作成することであった。学際的ス

トリーミング・リソースを活用することで言語学習と同時に異分野の専門知

識の獲得を促進することが期待できることがこの種の研究によって実証され

た。  

 

3 .  歴史ドキュメンタリー「昭和初期の東京」  

 

本研究のために著者は昭和の初旬に日本で見られた主な政治的、風俗的、

経済的変化についての「昭和初期の日本」 4というモノクロの歴史ドキュメン

タリーシリーズをインターネット上で入手した。約 50 分にわたるこのドキュ

メンタリーのうち、この研究プロジェクトでは技術革新や西洋文化が日本文

化に与えた影響、その結果としてもたらされた日本人の生活習慣の変化を語

る「昭和初期の東京」と題された第一部のみを紹介する。なお、字幕作成の

ために著者は 11 分間のドキュメンタリー第一部を Avidemux ソフトウェア

を使用して二つのファイルに分け、歴史的内容に基づいて日本語教育モジュ

ーの作成に着手した。  

 歴史的観点から「昭和初期の東京」を二部に分ける。第一部はナレーショ

ン付きのモノクロ画像で「昭和」という元号の由来とその意味の説明（出典

は中国の古代文書「百姓昭明、協和萬邦」国民の平和と世界の共存繁栄を願

うの意）に始まり、大正時代から昭和への移り変わりを紹介している。続い

て、東京の地下鉄やその他の交通手段（車やバスなど）の誕生、芸術的運動

                                                 

4  同ドキュメンタリーは 2 01 2年7月2 0日に下記のユーチューブ内のリンクに掲載 :  

h t t p : / / w w w . y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = e D j Hi o H Y t u o  a n d  o n :  

h t t p : / / ka r a p a i a . l i v e d o o r . b i z / a r c h i v e s / 5 1 7 8 8 2 3 0 . h t m l .  このドキュメンタリーはお

そらく過去にN H K東京で放映された後にインターネット上で共有されたもの。話し手の言

葉遣い（洗練された構文が含まれた現代標準日本語）やモノクロ画像から見て、 5 0年代

（日本では1 9 5 3年にテレビ放送開始された）か遅くとも 6 0年代後半（7 0年代初旬にカラー

テレビが普及）までに制作されたものと考えられる。  
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やイデオロギー的運動の広がり、エンターテインメント事業（映画館やダン

スホールなど）の誕生、都内の人口増加（農村地域からの労働者の出稼ぎの

必然的かつ継続的な増加により約 6 千万人に達した）、初の鉄筋コンクリー

ト建築による公共施設、若い女性の間での最新の流行（顕著な例として「モ

ダンガール」ファッション）による洋服の普及、更には昭和 4 年（1929 年）

8 月の飛行船ツェッペリンの到来に至る、東京における主な変化に焦点が当て

られている。  

 ドキュメンタリー第二部は大正時代から昭和への移り変わりを特徴付ける

主要な歴史的事件の回顧と位置づけることができる。本ビデオで扱われたも

のの中で注目すべき国際的な出来事は第一次世界大戦の終結及びそれに伴う

ベルサイユ講和条約調印（1919 年）、国際連盟の発足（1920 年）、ワシン

トン会議（1921-22 年）、関東大震災（1923 年）である。本ドキュメンタ

リーでは昭和初期を扱っているため、ウォール街大暴落（1929 年）とその結

果として世界恐慌が日本に与えた影響などを取り上げ、日本経済とアメリカ

合衆国とのかかわりをクローズアップしている。これらの出来事を取り上げ

る中で、絹輸出の激減（それまでの輸出量の約三分の一）、数々の企業の軒

並みの倒産、食糧不足の問題、小津安二郎の映画「大学を出たけれど」で語

られる失業率の増加などの例を挙げている。  

 

4 .  「東京の昭和初期」の技術適応  

 

 ドキュメンタリーを教材としてのニーズに対応させるため、著者はインタ

ーネットブラウザ Mozi l la  F ire fox  3 .6 .の無料アドオンソフト Fast  Video  

Download  4 .2 .1 アプリでドキュメンタリーをダウンロードした。その後、

そのファイルの拡張子がネット上で利用可能なビデオ再生ソフト（この場合

VLC Player ）と互 換性があるかどうか を確認した。 fvd (Fast  V ideo  

Download)形式は主要なオンライン共有サイト（ユーチューブ、グーグルビ

デオ、ヤフービデオなど）でファイル送信に使用されているものの、今回は
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教材として利用するため著者は . fvd 形式から Windows オペレーションシス

テムの標準ビデオである Audio  Video  In ter leave ファイル（ .av i ファイル

として知られている）に変換した。ファイルのフォーマットを . fvd から .av i

に 変 換 す る の に 、 無 料 ソ フ ト FREEZ FLV TO AVI  MPEG WMV 

CONVERTER を使用。  

 ファイルを .av i フォーマットに変換した後、編集、カット、結合、フィル

ター掛け、更にファイルを AVI,、Quickt ime、Mpeg,、OGM フォーマット

5に再編集が可能な無料ビデオ編集ソフト AVIDEMUX を使用して、各 5 分

程度の二つのファイルに分割。３～５分以上のビデオは「視野狭窄」を引き

起こし（Krashen、1981）、ビデオセッションが長すぎて学習者のやる気を

失わせてしまう（Sherman、2003）可能性があるという、事前の研究で実

証済みであった事実を踏まえビデオはカット編集した。5 分間の avi .ファイ

ルを作成した後、次の課題はビデオ再生ソフトの選択である。日本語字幕が

あるとビデオプレイヤーがうまく機能しないことがあるため、ネット上の主

要なオーディオとビデオコデック及び DVD や VDC、その他のデータ送受信

プロトコルのファイルフォーマットをサポートする VLC Player 6を選択した。

更に、VLC Player は、その時行うクラス活動に合わせて字幕を入れたり取

ったりできるため、教育用機材として使うのに大変便利である。  

 

5 .  歴史ドキュメンタリー「昭和初期の東京」に基づいた学際的マルチメディ

ア教育モジュール  

                                                 

5  その他のフォーマットは関連コデックが事前にシステムにインストールされていれば利

用可能。  

6  V L C  P l a y e rは以下の異なるオペレーションシステムに対応する複数のバージョンがあ

る :  G N U / L i n u x、M i c r o s o f t  W i n d o w s、  M a c  O S  X、  B e O S、B S D、  P o c k e t  P C、  

S o l a r i s  
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図  1 .  Aegisub ソフトで作成したドキュメンタリー「昭和初期の東京」の字

幕。  

 

 「昭和初期の東京」に基づいた教育モジュールを作成するにあたり、まず

最初の課題は字幕 7の制作であった。本研究では無料の Aegisub ソフトを利

用（図 1）。作成される活動は全てテキストの真正性が重要な要素となるため、

以下の観点から書写活動は教育モジュール作成過程においてきわめて重要と

なる。  

・学際的側面：CLIL ガイドラインに沿い、モジュールは歴史的内容（専門用

語、歴史的出来事と人物）及び言語的内容（言語形式、構文、漢字）の両方

の情報を与えるものでなければならない。  

・マルチメディア的側面：書き言葉（字幕）と話し言葉（ナレーション）の

両情報のインターアクションにより、学習者は教師の力を借りながら真の視

                                                 

7  キャプションと字幕活動のマクロレベルでの区別をしておく。著者の過去の研究から、言

語レベルに応じてこれらの活動を使い分けるべきであることが明らかとなった。中上級の

場合、学習者は日本語の主な語彙 -構文の構造を理解しているため、キャプションに基づい

た書き取り練習はかなり簡単にできると考えられる。それ以下のレベルの場合、字幕は教

師が事前に作成してある場合のみ利用すべきである。その場合、学習者が教師またはバイ

リンガル辞典の助けを借りて本文を母国語に翻訳する字幕中心の活動をすることが可能。  
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聴覚テキストの「内容再編成」ができる。実際に、字幕があることで学習者

はバイリンガル辞典に頼らずに漢字の読み方を推測することも可能である

（Vitucc i ,2010）。  

・認知心理学・神経言語学的な側面：字幕は右脳を刺激する (Danes i ,1998 ) 8

ことによって学習者にポジティブに働きかけ、新しい言語インプットと学習

者の予備知識との結びつきに作用し、結果的に学習者の認知的負担を軽減す

る (Swel ler ,2011 )。  

 視聴覚テクストを基盤とした形成過程を目的とした字幕作成をし、その後

著者は言語能力に応じた活動の作成と分別作業に進んだ 9。画面上の字幕やタ

イトルが CEFR の指示する書面読解能力の一部の機能を果たすため、本研究

に関し著者は口頭スキル及び筆記スキルを一つの「視聴覚理解能力」に取り

込んだ。続いて、マルチメディア情報を使うことにより口頭及び筆記スキル

が視聴覚理解に関連付けられ、それまで使われていた言語能力の四技能区別

が取り払われてしまったことがわかる。この結果を表す図式は以下の通りで

ある（図 2、3）。  

 

 

 

                                                 

8  D a n e s iによれば、各教育モジュールの最初の段階で、実際の意味上コンテクストでまた

は感覚刺激（視覚、聴覚）を通しての言語カテゴリーを導入することは学習過程を助ける

上で非常に重要だとしている。実際に、視聴覚インプットに触れることで右脳の神経系活

動を刺激し、視覚空間の次元に作用することで学習意欲を促進する。D a n e s iは、右脳に働

きかけた後、今度は右脳と左脳が相補し相互に作用するよう、徐々に左脳にシフトしてい

く語学教育を体系づけることを示唆している。  

 

9   本研究論文においては、文字数の制限上、活動の詳細は一部しか記載されていない。  
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図 2 マルチメディア教育モジュール「昭和初期の東京」用の主要な活動、日

本語タイトルつき  
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図 3 言語能力ごとのマルチメディア教育モジュール  

 

  

     図 2、3 からわかるように、教育モジュールは主に視聴覚理解と筆記スキ

ルに関する十三の活動 1 0からなる。これらのうち色付けされている活動はビデ

オの利用が必要な活動（日本語タイトルでは指示されている）、「 *」マーク

がついた練習は他の言語スキルと関係している活動を示す。  

    これらの活動を開始する前に、ビデオのトピックに関する予備知識をつけ

るためのブレインストーミング活動を通してこの教育モジュールを導入して

おくべきである。続いて、音声無しでビデオを見せ、映像の内容やビデオの

テーマが何かなどについて学習者にディスカッションさせると良い。ディス

カッションすることにより学習者はそれに慣れ、情意フィルターを軽減する

ことができる（Krashen ,1981）。  

 上記のウォーミングアップが終わったら、教師は主要語彙を確認するため

活動 A を実施する。「昭和初期の東京」の場合、正規の日本史教科書を参照

して日本で母国語話者が学ぶ専門用語を学習者に導入すると良い。本研究に

おいては、中学校の歴史教科書「歴史・未来を見つめて」 1 1を参考にし、ドキ

ュメンタリー内で使用される専門用語が現代の日本の教科書で使用されてい

る専門用語と同じであるかを確認する。その結果、下記のような語彙の特性

が確認された（図 4）：  

 

                                                 

1 0  音声無し映像およびブレインストーミングが伴う項目は含まれていない  

1 1  「歴史・未来をみつめて」 2 0 0 8年教育出版、  I S B N 4  –  3 1 6 -  2 0 0 8 1  –  X  
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図 4  ドキュメンタリー番組「昭和初期の東京」と歴史教科書「歴史・未来を

見つめて」の語彙比較  

 

  

    図 4 からわかるように、「ベルサイユ講和条約」に対して「ベルサイユ条

約」、「世界大恐慌」に対して「世界恐慌」などのわずかな差異を除き、ド

キュメンタリー番組で使われている語彙と教科書上の語彙は共通していた。

これらの違いは主に構文的必要性から来るものと考えられる。教科書の場合、

教育的／形式的コンテクストにおける標準日本語による口語を再現するため、

高度な構文による論説スタイルが適用されているのがわかる。対照的に画像

が伴うドキュメンタリーでは、熟語を使うことで簡潔且つ洗練された言葉遣

いが特徴的であるのがわかる。教育の観点からは、外国人学習者に歴史的背

景を紹介するにあたって、必要時に簡単に検索できる学際的内容を学習者に

提供すべく、できる限り複数メディア（歴史教科書、ドキュメンタリー番組、

新聞、テレビ番組、インターネットサイトなど）で共通で使われている語彙

を導入することが望ましい。更に、単語を導入する際、専門用語の直訳は避

けるべきである。字幕で示される漢字の力を頼りに、教師は学習者に単語の

意味を推測させ、簡単な日本語で意味を説明させてみる。ここで、学習者は

既に音声無しでビデオを見ているので、学習者が単語と視覚内容を結び付け

られるようにすることが大変重要である。このような方法によって、翻訳に
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頼ることなく単語とその文脈上での意味の関連付け助長する「バインディン

グ」 (Krashen  S . ,Terre l  T ,1983 )に達することが可能となる。  

 テクストの観点からは、このモジュールの目的は単に歴史的、言語的内容

を伝えることだけでなく、学習者が徐々に指示された練習タスクを通してそ

れらの内容を構築するよう促すことである。実際に、学習者は活動  B、C、

D、H を通してドキュメンタリーの視聴覚テクストに集中することができ、そ

の結果として教室内の仲間と協力し内容と向き合い、独自に理解する力が育

成される。著者によるこれまでの研究内容によると、たとえば、画面上の字

幕を使ったグループでのディスカッションで中間的言語に頼ることで学習者

の次のような活動を促進する：1 .  ビデオ視聴中に、重要な情報を獲得する、

2.  教師の仲介無しに知識を構築する、3.  得られた内容を全クラスと分かち合

う（図 5）。  

 

 

 

図 5 .  活動 H、オーセンティック視聴覚テクストを使ったインテンシブリスニ

ングの例  
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 筆記スキルと視聴覚受信スキルに関しては、著者は活動 E でこのモジュー

ルのビデオ内容についての問題を用意した。学習者に練習問題を渡す前に、

ドキュメンタリーの歴史的情報について聞き取り（集中理解）、更に完結し

た日本語の文章で質問に答えなければならないことを説明すると良いだろう。

これまでの研究で明らかなように、イタリア人学習者は質問に答える際に構

文要素（主語や補語など）を落としてしまったり、短文を使う傾向がある。

この習慣は放っておくと、筆記スキルだけでなく口頭スキルまでにも影響が

出てしまいかねないことになる。社会言語学的観点からみても、日本語話者

は言い改めたり、構文を短縮したりすること無く、質問に対し的確に答える

ことを求めているため、この習慣は学習者にとって不利に働いてしまう。  

 

 

 

 

図 6  活動 E。集中理解と筆記スキルを同時にためす練習例。  

 

 筆記（及び発話）について正しい言語習慣を身に付けるために、活動 I と

活動 L を取り入れた。学習者が決まった言語モデルに従う必要が無い活動 E
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と対照的に、活動 I と E では明確な歴史内容でドキュメンタリー内で使われ

る言語表現を基にした文を作ることが求められている（図 7）。  

 

 

 

F igure  7  筆記スキル  –  活動 L  

 

 筆記問題の仕上げとして、漢字の読みのスキル（活動 F）と書き取りのス

キル（活動 G）を伸ばすための簡潔な漢字モジュールを取り入れた。漢字の

熟語は常に同義語、反対語、同音語、準同意語など 1 2のペアで扱う（図 8）。

漢字の読みを仮名で書き、更に学習者は母国語でその語の訳を書く。  

 

 

                                                 

1 2更に共通の漢字を含む語のペアも扱う。  
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図 8  漢字の読み練習  –  活動 F  

 

 この漢字モジュールでは学習者に一切辞書を使わせないようにする。そう

することにより学習者はセルフチェックをし、漢字に関する自身の弱点と強

みを理解することができるため、辞書の使用を禁止するのは大変重要である。

続く活動 G では学習者はひらがなで書かれた言葉をその翻訳を参考に漢字に

書き換えなければならない。語彙はドキュメンタリーに関わるもので、学習

者の語彙のニーズに応じて選ぶ。学習者の記憶力を助長するために、教師は

それまでの活動で扱った語彙項目を導入してもよい。  

 

 前述のように、マルチメディアモジュール実施中は教師は学習者にドキュ

メンタリー全体のスクリプトを配布しない。学習者自身の力で日本語で歴史

的テクストを再構築する能力をつけるのが活動全体の目的であるため、教育

モジュールの最終段階になり初めて学習者はスクリプトを読み、翻訳するこ

とになる（活動 N）。この前の段階で、日本語で書かれたドキュメンタリー

をまとめた 5 種類の文から学習者が正しい文章を選ぶ集中理解アクティビテ

ィ（活動 M）（図 9）を行う。この活動は本研究の主となる下記の二つの観

点 を 統 合 す る 大 変 意 義 深 い 練 習 で あ る ： ヨ ー ロ ッ パ 言 語 共 通 参 照 枠

（CEFR）が提唱する言語教育におけるテキスト中心な活動と、欧州プロジ
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ェクトの CLILE-EMILE ガイドラインで提唱されている異分野を組み合わ

せた活動（この場合、歴史教育と言語教育）。  

 

 

 

 

図 9  集中理解練習  –  活動 M 

 

 

6 .  結論  

 

 本研究で紹介した教育モジュールは、学際的マルチメディア日本語教育ア

プローチを実現する目的において、歴史ドキュメンタリー「昭和初期の東

京」を教材化し実施するようにできている。しかしながら、著者はこのモジ

ュールを実際の教育現場で試用し、現在の原型から更に改善を加えていくつ

もりであり、今現在の形はまだ最終版とはいえない。モジュール作成段階で、

オーセンティックな視聴覚資源を有効活用するため各言語スキル（視聴覚理

解、筆記、口頭）をカバーした。  

 社会言語学的観点においては、本研究はマルチメディアコンテンツの社会

文化的価値を活かすことで、その重要性を強調することを意図している。序
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論部分で述べたとおり、今日の日本語教育において言語コンテンツとその土

地の慣習、歴史、地理、経済を切り離して日本語を教えることは論外である。

従来の日本語教育と対照的に、著者は学習者に社会的活動、更には本来の言

語コミュニケーション活動の機会を与えることのできる教育環境が重要であ

ると考える。教室内で教師と学習者との新たなインタラクションを基盤に教

育メソッドが再考されさえすれば、日本語学習者は学際的内容でも理解でき

ることが、今回歴史ドキュメンタリーの使用で明らかになった。結論として、

様々なテクスト内容に支えられたより「自然な」アプローチが、従来言語教

育現場のコミュニケーションで使われてきた不自然な教材に換わり得ること

を提案したい。なぜなら、母国語話者用の学際的資源を導入することで、教

室内での学習者同士の会話の質は実際に明らかに向上するためである。  
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